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【計画の目的】 

平野屋新田会所跡の現状や会所屋敷解体後の大東市の取

り組み、調査・研究の進展、国の法制度等を踏まえ、市史跡

平野屋新田会所跡の本質的価値を関係者間で確認・共有し、

貴重な歴史遺産を後世に確実に継承し、活用を図るために、

保存・活用・整備の基本的な方向性を示すことを目的とし

ます。 

 

【計画の対象範囲】 

市史跡平野屋新田会所跡の指定地及び北側の

進入路を主たる計画区域とします。 

また、指定地に近接する坐摩神社や旧深野南

新田（大東市平野屋・谷川・南新田地区付近）に

残る樋門・井路（水路）、平野屋新田会所文書、

会所由来の民具などを深野池の新田開発を物語

る「深野池新田開発関連文化財群」として一体的

に捉えることとします。 

 

【市史跡指定に至る主な経緯】 

平成20~22年度 
確認調査 

（第1次~第3次調査） 

平成22年７月 
千石蔵跡・道具蔵跡・船

着場跡の公有化 

平成23年度 確認調査（第4次調査） 

平成31年３月 
千石蔵跡・道具蔵跡・船

着場跡の市史跡指定 

令和４年度 周濠跡等の公有化 

令和５年３月 

周濠跡の追加指定 

<指定名称> 

平野屋新田会所 千石蔵

跡・道具蔵跡・船着場跡・

周濠跡 

  

平野屋新田会所跡（現状）※令和５年撮影 

市史跡平野屋新田会所跡の位置と色別標高図 

（国土地理院色別標高図に加筆） 

市史跡平野屋新田会所跡保存活用計画 

【概要版】 

（令和６年３月策定） 

深野池新田開発関連文化財群 

 

 

平野屋新田会所跡 

（平野屋新田会所） 

 
市史跡平野屋 

新田会所跡 

・坐摩神社での祭礼や

奉納資料 

・旧深野南新田に残る

樋門、井路（水路）、

古堤街道 

・会所由来の民具や調

度品、棟札類、考古

資料など関連史資料 

対象範囲の概念図 
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【市史跡平野屋新田会所跡の本質的価値】 

市史跡平野屋新田会所跡の本質的価値（史跡等の指定するに値する価値）を下記のとおり整理して明示

します。 
 

 

①大東市域および大阪平野の発展の契機となった深野池の新田開発の歴史を

考えるうえで重要であること 
 

市史跡平野屋新田会所跡は深野池の新田開発を象徴する歴史遺産であり、大

東市域および大阪平野の経済・交通・文化などの発展の契機となった深野池の

新田開発の歴史を考えるうえで重要です。 

 

 
 

②近世の新田開発と新田経営を考えるうえで重要であること 
 

新田会所の役割や新田経営に関する様々な事柄が分かる史料等が継承されて

いる市史跡平野屋新田会所跡は、新田経営の拠点となった場所であり、近世の

新田開発や新田経営を考えるうえで重要です。 

 
 

 

③近世から近代初期の土木技術を知ることのできる遺構が残ること 
 

市史跡平野屋新田会所跡は、本格的な発掘調査が実施された唯一の新田会所

跡であり、指定地内に残る千石蔵跡・道具蔵跡・船着場跡・周濠跡は、近世から

近代初期の土木技術を知るうえで重要な遺構です。 

 

 

  
千石蔵跡 道具蔵跡 

  
船着場跡 周濠跡 
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市史跡平野屋新田会所跡の保存・活用・整備の大綱 

 
 

【保存管理の基本的な考え方】 

市史跡平野屋新田会所跡の本質的価値を

後世へと継承していくために、平野屋新田

会所跡の調査・研究や遺構等の保存、日常管

理を進めます。また、平野屋新田会所跡と一

体的な歴史ストーリーを有する深野池新田

開発関連文化財群の保存管理についても進

めます。 

 

【活用の基本的な考え方】 

市史跡平野屋新田会所跡の本質的価値を

広く認知してもらい、郷土の歴史を知り、郷

土愛を育む大事な場所としていくため、現

地公開や情報発信・普及啓発、学校教育での

活用、社会教育での活用を進めていきます。

また、深野池新田開発の歴史ストーリーに

ついての理解を促すため、深野池新田開発

関連文化財群の活用も進めていきます。 

 

【整備の基本的な考え方】 

市史跡平野屋新田会所跡や深野池新田開

発関連文化財群の価値や魅力を守り伝えて

いくために、本質的価値を構成する要素の

保存を前提として公開・見学環境を整え、地

域の憩いの場としての整備を進めます。 

 

【整備の方法】 

・遺構の露出展示や補強 

・車いすでも通行可能な園路等の整備 

・排水環境の整備 

・サイン整備 など 

市史跡平野屋新田会所跡の本質的価値を守り、 

深野池新田開発という郷土の歴史を物語る場所として、 

その価値や魅力を感じることができ、 

そして郷土愛を育む地域の憩いの場となることをめざす 

坐摩神社 

（※指定地外･平野屋新田会所跡内） 

樋門と水路等（かみなり樋門） 

（※指定地外） 

講座の様子 現地見学会の様子 

市史跡平野屋新田会所跡整備イメージ 
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市史跡平野屋新田会所跡整備平面イメージ図（※保存活用計画策定段階） 

 

【運営体制の基本的な考え方】 

郷土の文化財として、地域とともに市史跡平野屋新田会所跡や深野池新田開発関連文化財群を保存・活

用していくために、庁内外の連携・協力体制を構築します。 

 
助言 

専
門
家
（
大
東
市
文
化
財
保
護
審
議
会
な
ど
） 

大東市生涯学習課： 

史跡の保存管理・整備等 相談･報告 

連携・情報共有 

日常管理 

依頼 

大学：調査研究や情報発信 

大東市立歴史民俗資料館：展示等普及･情報発信 

平野屋新田会所市民サポーター会議：市史跡平野屋新田会所跡の保存･活用 

周辺に所在する学校・大東市教育委員会：学校教育での活用 

大東市水政課及び道路課：銭屋川など水路等の管理 

大東市観光振興課：情報発信 

府内３会所施設及び柏原市歴史資料館等：新田開発や大和川付替えに関わる広域的な活用 

協力 

・地域住民 

・平野屋新田会所市民

サポーター会議 

平野屋新田会所跡の保存･活用に関する運営体制 


